




本年度の研究計画は、基本的には前年度の継続であるが、さらに感染モデルの検討が新た

に加わった。即ち、①全国の ATL 患者数の把握、②HTLV-1 キャリアの実態と年次推移の

検討、③HTLV-1 感染と ATL 発症の危険因子の検討、④感染予防のための手段、とくに母

乳停止の評価、⑤感染モデルの検討およびそれに基づく患者、感染者の将来推計。以上の

うち、本年度中にまとまった成績の出ていないものもあるが、総括すると次の通りである。


